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まず、はじめに

• 今日、地方再生や地域活性化が叫ばれるなか、情報
科学を活用した教育(情報知財教育）が重要である。

• これら教育によって、学生時代の若い世代に、いか
に付加価値を生み出す力を身につけることができるか、
それによって地域の産業や経済、さらには文化を発展
させられる人材を育成できるかが、現代社会の要請で
ある。



はじめに

• 大学入学共通テストに、2025年以降、出題教科に新たに『情
報』を加え現在の6教科30科目から7教科21科目に再編する案が
検討されている。

• 教科情報が入試として課されるようなことになれば、高校での
情報教育は普遍化することが想定でき、高大接続にかかわる体
制作りは急務といえる。

• 名古屋文理大学でも、一般入試（前期）では、選択科目群には
情報が加えられてきたが、いよいよ情報教育の高大接続の重要
性が高まった。「情報メディア学部」を標榜し、入学から卒業
までの一貫とした情報教育のコースを構築してきたが、今、改
めて、高大接続をめぐる課題を把握することとしたい。



名古屋文理大学の情報教育

• 情報メディア学部情報メディア学科では、情報システムやネットワークに
関する知識と技術を身につけ、情報活用・分析能力、コミュニケーション
能力、創作能力、課題解決能力を磨き、社会で実践的な活動ができる人材
を育成すると、情報メディア学科ディプロマポリシーに掲げ、「情報シス
テム」「映像メディア」「サウンド制作」「メディアプランニング」
（「メディアデザイン」）の4つの専修コースで「情報メディア学」を構
成し、専門的な知識・技術を修得するとともに、基礎学力・社会人基礎力
を養成し、人間力を高めることを目指している（図１）。

• ４コースの専門基礎科目・専門科目は、カリキュラムツリー（図2）で示
すように、入学から卒業までを効率よく段階的に学習できるように構成さ
れており、情報システムコースは、経済産業大臣による情報処理技術者試
験の基本情報技術者試験に対応している。







名古屋文理大学の一般選抜の一般入試（前期）３科目型
と２科目型において、選択科目群Ｂに、教科公民、理科
と並び、情報を取り入れている。

選択科目群Ａには，教科国語、数学、外国語があり、こ
れらの内１教科と合わせ２教科で受験することができる。

情報の科目としては「社会と情報」と「情報の科学」が
合わせて出題されるので、両科目の学習が必要となる。
過去の出題例を図3に示す。基礎基本の内容であるが、
ワープロや表計算ソフトを扱うような出題ではない。









これまでも、名古屋文理大学をはじめとして、複数の私立大
学で教科情報が入試科目として取り入れられてきた。その出
題には、各大学の特色を生かした内容があり、本学において
も選択群の他教科と並べても遜色はない。
しかし、これら内容が、各高校の教科情報のどの授業でも

等しく取り扱われているのか、改めて把握する必要がある。
工業高校の「情報技術基礎」や商業高校の「情報処理」は、
全国工業高等学校長協会が主催する「情報技術検定試験」や、
全国商業高等学校協会が主催する「情報処理検定試験」の実
施を経て、一般的に普遍的な授業内容となっているが、普通
科高校で行う教科情報の授業では、このような検定試験が存
在しないので、授業内容が普遍化しない傾向にあるが、今後
は共通テストに準ずることになろう。



翻って考えると、共通テストで実施される７教科のうち、
情報を除くと、国語、地理・歴史、公民、数学、理科、外
国語は、それぞれ、基本的に小学校あるいは中学校から教
科が継承される。

情報に関しては、今後、小学校で扱われることになるプロ
グラミングや、中学校の技術・家庭科の技術分野で扱われ
る情報の内容によって、小中連携や中高連携が実施されて
いる例は、中等教育学校を除けば、連携は極めて少ない。

他の６教科と同様に、小・中・高・大の連綿とした情報
学習のコースを構築する必要があるのではないのだろうか。



共通テストで情報を試験教科とする以上は、まずは、情
報教育の高大連携は必須であろう。
名古屋文理大学では、情報メディア学科に所属する全て

の教員が、それぞれの専門性をいかして、出前授業や、公
開講座、研修会に講師を派遣する体制を整えている（図
４）。
これによって高大連携はすぐにでも実現できる。さらに

は、教科情報の教職課程を設置する大学として、新しい入
試体制に向けて研究の場を設けるなどによって、社会的貢
献を果たしたい。







今後の課題

1） 情報知財教育

ＡＩ，データサイエンスを取り入れた知財創造

2） 研究会の定例開催 オンライン開催



ご清聴ありがとうございます。
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